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連続動作対策1

数/台

クラッチ
大ギヤ

大ギヤ止めカラー

自己保持解除リミットSW

タイマー

カス取りリミットSW

釜形キー

クラッチソレノイド

＜フットスイッチを踏むと機械が何度も連続動作をする場合の対策方法その１＞

この場合に考えられることは次の項目です。

　１）クラッチソレノイドの残留磁気によるもの

　２）クラッチと大ギヤの吸着によるもの

　３）クラッチソレノイドの破損

　４）クラッチソレノイドスプリングの破損

　５）自己保持解除リミットSWの故障または調整不良

　６）腕カムブレーキ板の疲労

　７）カムシャフトのカムタイミングのズレ

１、２項についての症状は、原因として最も多い為本書ではこの項についてご説明します。

３～６項についてはユーザーでご確認して下さい。

７項については、オーバーホールの必要があります。

クラッチソレノイドスプリング

クラッチソレノイドの残留磁気を回避する場合

図のように平ヤスリなどで、A部の表面を傷つける

程度に削って下さい。

長く使用していることでこの表面は鏡面となり、

吸着現象が起こるためですので、表面を荒らすことで

この現象を回避することができます。

クラッチソレノイドの残留磁気を回避する方法

AA

クラッチと大ギヤの吸着を回避する方法

B

図のように大ギヤ止めカラーのセットネジをゆるめ

クラッチのB部の表面から大ギヤをずらします。

B部の表面はリング状になっていますので、

その表面を平ヤスリ等で荒らします。

（クラッチソレノイドの残留磁気の回避と同様）

長く使用していることで、表面が鏡面となり

吸着現象が起きるので、この方法で回避できます。

再度組み立てる場合には下記図面を参照して

行って下さい。

0.5
大ギヤをクラッチに合わせて

図のように大ギヤ止めカラーを大ギヤから

約0.5～1mm位の間隔を確保して

固定して下さい。


